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	（１）2027年３月期 第２四半期連結累計期間業績予想の修正（2026年４月１日～2026年９月30日）
	（２）2027年３月期 通期連結業績予想の修正（2026年４月１日～2027年３月31日）
	（３）業績予想修正の理由
	2027年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想及び通期連結業績予想につきましては、ＡＩ・半導体関連分野における需要拡大を的確に捉え、顧客の設備投資ニーズに対応した多層的なソリューション提案活動を推進したことなどにより、ＦＡ機器及びデバイス事業を中心に売上高が当初想定を上回る見込みとなりました。これに伴い、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましても前回予想を上回る見通しとなったため、2026年４月28日に公表いたしました業績予想を修正いたします。
	なお、第２四半期連結累計期間においては、成長戦略関連施策に係る一部費用の計上時期が下半期へと後ろ倒しとなったことも、利益の押し上げ要因となっております。

